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　いま求められるのは、東
アジアの軍事的緊張を激化
させる“戦争の準備”ではな
く、外交による平和の準備
です。日本共産党は「外
交ビジョン」で、東南アジ
ア諸国連合（ASEAN）と
協力し、東アジアに平和を
創出していく外交提言を行
っています。
　日米共同声明ではASEAN
の取り組みへの支持を打ち

出していま
す。そうで
あるならば、
軍事的対応の強化でなく、
憲法９条に基づく平和外交
にこそ力を注ぐべきです。
軍事同盟強化や大軍拡を
きっぱりやめ、外交による
平和創出に徹することこ
そ、平和をつくる希望です。

　沖縄県うるま市石川の住
宅地そばに新たな陸上自衛
隊訓練場を整備する計画
を、政府が撤回しました
（11日）。木原防衛相が同
日の会見で「住民生活と
調和しながら訓練の必要性
を十分に満たすことは不可

能」だとし、予定地のゴル
フ場跡地も所有しないと述
べました。島ぐるみ、保守・
革新こぞってのたたかいの
勝利です。
　うるま市への訓練所新設
計画は、南西諸島の自衛
隊強化の一環です。

戦争準備でなく
外交による平和の準備を

自衛隊訓練場計画を撤回

平和国家の根底覆す

安
保
が
歴
史
的
大
変
質

　岸田首相はバイデン米大統領と首脳会談を行い、共同声明を発表しまし
た（10日）。憲法に基づく「平和国家の理念」を根底から覆す宣言となりました。

　岸田首相は国賓待遇で招待されまし
た。背景は軍事費倍増、敵基地攻撃保有
など「岸田政権は70年来の（安全保障）
政策の隅々に手を入れ、根底から覆し
た」（エマニュエル駐日大使）からです。
　首脳会談では米軍と自衛隊の統合に
踏み込みました。米軍と自衛隊が平時
から共同して計画を練り、一体で動ける

米軍・自衛隊 危険な一体化

　共同声明は、日本が米英豪３カ国の
軍事協定AUKUS（オーカス）と、先
端軍事技術で協力を検討していると明
記しました。中国包囲網を狙ったもの。
　加えてマルコス・フィリピン大統領を

東アジアで軍事の悪循環
含む日米比首脳会談が行われ、新たな
軍事協力の枠組みが発足しました。東
アジアでの分断と軍事的対抗の悪循環
を加速させる危険があります。

「死の商人国家」に突き進む
　岸田政権は、武器開発、軍事研究を
“成長戦略”に据え、「死の商人国家」
への道に突き進もうとしています。共
同声明で米側は、岸田政権による殺傷

武器の輸出解禁に歓迎を表明。軍需産
業でも日米の統合を図るために定期協
議を開催し、ミサイルの共同開発、共
同生産を進めると宣言しました。

島ぐるみのたたかい 沖縄・うるま市

ようにするもの。自衛隊が米軍の指揮
下におかれ、米国の先制攻撃戦争に自
衛隊が有無を言わさず動員される－
日米軍事同盟の歴史的大変質です。
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